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16）災害後の学校運営・教育 ［復旧期・復興前期・復興後期］ 

 

 

 

 

【東日本大震災における状況と課題】 

震災により甚大な被害を受けた被災地の学校では、この経験を風化させることなく、今後の災害

への備えや復興に生かしていくため、実効性のある復興教育や防災教育の展開が重要となった。ま

た、学校等を核とした地域の絆を強化するため、広く住民の参画を得て、地域の特色を生かした防

災教育等を進める必要性が指摘され(1)、住民の避難や転出等により変容した学校と地域コミュニテ

ィとのつながりをどのように再生させていくのかが課題となった。 

 

【東日本大震災における取組】 

・国における学校安全・防災教育の促進（課題①） 

文部科学省では、「学校防災マニュアル（地震・津波災害）作成の手引き」の作成（2012 年３月）

(2)や学校安全資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」の改訂（2019 年３月）(3)など、学

校防災の充実に取り組んでいる。2016 年度には、「学校安全ポータルサイト『文部科学省×学校安

全』」(4)を立ち上げ、都道府県等における取組を紹介するなど、積極的に情報発信を行っている。ま

た、東日本大震災の津波被害に係る大川小学校事故訴訟を踏まえ、2019 年度には、全国の学校に防

災教育等の見直しを求める通知(5)を発出し、実践的な防災教育の一層の推進を図っている。 

 

・被災３県における防災教育の推進（課題①②） 

宮城県では、2012 年４月から県内全ての公立学校に「防災主任」を、各市町村の拠点となる小中

学校に「防災担当主幹教諭」を配置したほか、2012 年 10月には防災教育、交通安全、生活安全（防

犯を含む）の３領域を網羅した県独自の新指針「みやぎ学校安全基本指針」を策定し、2020 年 12

月には、「子供たちの命を守る新たな学校防災体制の構築に向けて」を公表するなど、学校安全の更

なる取組の推進を図ってきた(6)(7)。2014年度から始まった「みやぎ防災教育推進協力校事業」では、

「みやぎ防災教育副読本『未来へのきずな』」を活用した防災教育の授業を実践することを通じて、

県内各学校で活用できる防災教育のモデル（みやぎモデル）づくりが行われた(8)。また、仙台市立

郡山中学校では、「防災教育チャレンジプラン」（防災教育チャレンジプラン実行委員会）実践校と

して、中学生が主導する地域防災訓練を実施し、地域防災力と防災・減災意識を高め、地域と協働

する教育を実践している(9)。 

岩手県でも、2012 年２月に「いわての復興教育」プログラムを作成し、県内全ての市町村ごとに

指定した 50校の「復興教育推進校」（小中県立学校）で実践するなどして、岩手県の未来を担う子

どもたちの育成に取り組んできた。とりわけ、震災後、大槌町立大槌学園（義務教育学校）と大槌

町立吉里吉里学園（併設型小中一貫校）とで小中一貫教育が行われている大槌町では、「生きる力」

と「ふるさと創生」を基盤とした特別の教育課程として「ふるさと科」が推進されている。「ふるさ

と科」では、学校・地域・家庭が連携・協働しながら、地域での職場体験学習や地域住民との合同

避難訓練等さまざまな学習が行われ、独自の復興教育や防災教育、キャリア教育が実施されている

（事例 16-１）。 

【課題】① 災害後、どのように復興教育・防災教育を推進するか 

② 学校と地域のつながりをいかに再生するか 
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  同様に、福島県でも、東日本大震災での経験を踏まえ、地域の状況や児童生徒の実態に応じた独

自の放射線教育・防災教育を展開するため、指導資料や実践事例集などを作成・公表し、その活用

を促すことで、子どもたちが放射線や防災に関する基礎知識を身に付け、これからの社会づくりに

貢献しようとする態度を養うことができるよう、放射線教育・防災教育に力を入れてきた(10)。 

 

・福島県における未来創造型教育の展開（課題①②） 

福島県双葉郡では、元の校舎での授業再開の目処が立たない中、2013 年７月に双葉地区教育長会

主催の「福島県双葉郡教育復興に関する協議会」（2012 年 12月設置）が県立中高一貫校の設置を柱

とする「福島県双葉郡教育復興ビジョン」を決定・公表し、県と双葉郡地方町村会の協議の末、2015

年４月に福島県立ふたば未来学園高等学校が、2019 年４月に同中学校が開校した。ふたば未来学園

では、「変革者たれ」を建学の精神、「自立」「協働」「創造」を校訓として「未来創造型教育」を展

開しており、地域課題の解決に実践的に挑戦する「ふるさと創造学」（未来創造学（中学校）・未来

創造探究（高校））など特色ある教育活動が行われている(11)。 

 

・復興まちづくりや津波防災への参画（課題①②） 

岩手県立宮古工業高等学校機械科では、震災前より、津波発生時の浸水の様子を再現できるよう

にした津波模型を活用し、地域のイベントや近隣の小中学校での出前授業を行っていた。震災以降

は、津波災害への関心の高まりを受け、全国での出前講演や海外からの見学の受入を行うなど、活

動の範囲を拡大して津波防災の普及に努めている（12）。 

岩手県立大槌高等学校では、生徒も地域の復興まちづくりに参画し、区画整理に関するアイデア

や新たなまちづくりの方針に関する提言など、高校生の視点から復興への貢献を続けてきた。こう

した生徒たちの取り組みが「復興研究会」の発足につながり、町内 180 地点の写真を 2013 年４月

から年３回撮影して変わりゆく街並みを記録する定点観測や、県外の高校生との交流を通して復興

の取組を伝える活動を行っている(13)。 

  →関連項目：66）災害の記憶・記録・経験の継承 

 

【教訓・ノウハウ】 

① 震災の教訓と地域の特色を生かした教育プログラム・カリキュラムを作成し、被災地

の将来を担う人材を育成する 

・ 各校の参考となる教育プログラム・カリキュラムの作成や防災担当教員の配置等により防災教育

を推進する体制を確立する。 

・ 地域コミュニティや関係機関等と連携し、実践的・効果的な防災教育・復興教育を行う。 

 

② まちづくりの中心となる学校として、地域との交流の機会を創出する 

・ 地域や地域の課題について学び、考える機会を設ける。 

・ 復興まちづくりや地域防災活動への若者の参画を推進し、地域の人々との交流を促進する。 
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